
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（佐久地域） 

平成平成平成平成 27272727 年年年年度度度度    地域発地域発地域発地域発    元気づくり支援金事業総括書元気づくり支援金事業総括書元気づくり支援金事業総括書元気づくり支援金事業総括書    

    

    

            事事事事    業業業業    内内内内    容容容容                                    

    

 

２０１５小海線全線開通８０周年事業２０１５小海線全線開通８０周年事業２０１５小海線全線開通８０周年事業２０１５小海線全線開通８０周年事業    

「美しき郷土・小海線よ永遠に」「美しき郷土・小海線よ永遠に」「美しき郷土・小海線よ永遠に」「美しき郷土・小海線よ永遠に」    

    長野県南牧村特別展の開催長野県南牧村特別展の開催長野県南牧村特別展の開催長野県南牧村特別展の開催    

   小海線を撮り続ける写真家 塚本和也氏の写真特別展を 

３期にわたって展開する。 

☆会場 南牧村美術民俗資料館  

    〒384-1305  南佐久郡南牧村大字野辺山 

７９番地３ 

    ℡ ０２６７－９８－３２８８ 

   ☆時期 第一期  平成２７年４月２９日（水）～ 

６月７日（日） 

       第二期  同年 ９月１９日（土）～ 

１０月２２日（木） 

       第三期  同年１０月３１日（土）～１１月３０日（月）  

   ☆来 場 者   ２，７９９人 

      ☆入 館 料   無 料 

   ☆展示作品の規模 1 期あたり１４０点   

            全期を通じての作品展示数 ４２０点  

※ 同資料館は村営である。 

 

 小海線全線開通８０周年記念講演・シンポジウムと鉄道唱歌演奏会の開催小海線全線開通８０周年記念講演・シンポジウムと鉄道唱歌演奏会の開催小海線全線開通８０周年記念講演・シンポジウムと鉄道唱歌演奏会の開催小海線全線開通８０周年記念講演・シンポジウムと鉄道唱歌演奏会の開催    

   小海線・そして沿線地域の魅力を掘り起し、沿線住民が将来にわたって   

  希望と夢を発想できる機会とする。 

   ☆会 場  南牧村美術民俗資料館及び南牧村社会体育館  

      〒384-1305  南佐久郡南牧村大字野辺山７９番地３ほか 

      ℡ ０２６７－９８－３２８８ 

   ☆時 期  平成２７年４月２９日（水） 

   ☆講 師  塚本和也氏  

   ☆参加者  地域沿線住民 ８１名 

   ☆その他  入場料無料 

         佐久地域の生徒による鉄道唱歌他演奏会を併せて行う。  

 

 

 

 

事 業 名 2015 小海線全線開通 80 周年事業「美しき郷土 小海線よ永遠に」野辺山特別展 

事 業 主 体  

（連絡先） 

南牧村 

（南牧村役場 産業建設課 今井 力   ℡：0267-96-2663）   

事 業 区 分  （８）その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

（６）ア 特色ある観光地づくり   

事業タイプ ソフト事業 

総 事 業 費  ２，３６６，６９４円（うち支援金：１，４３２，０００円） 

 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

    

            事事事事    業業業業    効効効効    果果果果                                                                                【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

    

①  ＪＲ小海線通過人員の増加 

  目標年度 Ｈ２７ 対２５比 ９％増 

  実  績     対２５比 ２％増 

 

 

  

 

 

                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                                                                                                

      今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み                

 

 魅力ある地域の創造と発信は今後とも必要である。 

当地にとって、「小海線」、「ＪＲ最高地点」など豊富な 

資源があることへ焦点を当て、全国へ向けての発信を 

引き続き行っていく。 

 

 

 

 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

※自己評価【C】 

【理由】 

目標としていた JR 小海線通過

人員の増加は達成できなかった

が、今回の事業を通じて関東・ 

関西等全国から当地へ訪れる機

会を創出できたことから「特色

ある観光地づくり」の一端を担

えたと自負している。 

 

① ＪＲ小海線通過人員の増加 

 

※地域活性化のための目標・ねら

いに対してどのような効果があっ

たか、項目毎に記載すること。 

※今後、事業効果をどうつなげ

ていくか記載すること。 


